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広報「関東の森林から」は、日本の森林を育てるため間伐材を使用しています。

私の視点
「森は、子どもたちを変え、教育を変え、日本を変える」

　　　国立妙高青少年自然の家　所長　三　上　　　智
さとし

 氏

第52号平成20年 7 月 1 日

東京都等の水源林「南山（矢岳）」と秩父さくら湖（埼玉県秩父市）
（撮影：埼玉森林管理事務所　守谷　忍）

美しい森林づくり
第一回国有林野事業見学会を開催

指導普及課長　丹　藤　卓　司



美
し
い
森
林
づ
く
り

美
し
い
森も

林り

づ
く
り

　

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林
・
林
業

及
び
国
有
林
野
事
業
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り

推
進
国
民
運
動
」
に
資
す
る
た
め
、
５
月
、

７
月
、
８
月
、
10
月
に
国
有
林
野
事
業
見

学
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
回
目
は
、
５
月
30
日
（
金
）
に
「
木

材
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
製
材

所
と
修
復
中
の
歴
史
的
建
造
物
の
見
学
と

木
材
の
流
通
や
く
ら
し
の
中
の
木
づ
か
い

な
ど
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
や
茨
城
県
、
群
馬
県
内
か
ら
緑

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

二
荒
山
神
社
、
日
光
東
照
宮
で
は
、
塀

の
修
復
作
業
、
腐
朽
部
位
の
取
替
え
や
幾

重
に
も
重
ね
ら
れ
る
漆
塗
り
の
状
況
を
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

輪
王
寺
で
は
、
本
殿
を
支
え
る
直
径
１

㍍
も
あ
る
柱
の
取
替
え
状
況
や
屋
根
の
修

復
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

数
名
ず
つ
交
替
で
し
か
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
場
所
も
あ
り
、
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
保
存
会
か
ら
「
修
復
に
用
い

る
大
き
な
国
産
材
の
確
保
が
年
々
難
し
く

な
っ
て
い
る
現
状
に
憂
慮
し
て
お
り
、
将

来
の
た
め
に
も
国
産
材
の
育
成
を
進
め
て

欲
し
い
」
と
の
話
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
私
た
ち
職
員
も
同
感
だ
と

大
き
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、｢

美
し
い
森
林

づ
く
り
推
進
国
民
運
動｣

に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
と

木
づ
か
い
の
推
進
を
お
願
い
し
、
見
学
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

ど
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
の
見
学
先
で
あ
る
わ
た
ら
せ
森
林
組

合
小
径
木
加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
、
所
長
か

ら
、
間
伐
材
を
棒
状
に
加
工
し
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
標
識
、
治
山
工
事
用
資
材
と
し

て
県
内
各
地
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
、
実
際
に
丸
太
が
棒
状
の
材
に

加
工
さ
れ
て
い
く
様
子
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
製
材
工

場
は
普
段
立
ち
入
る
こ
と
の
な
い
場
所
で

あ
り
、
丸
太
が
次
々
と
加
工
さ
れ
て
い
く

姿
を
見
て
「
木
材
が
ど
の
よ
う
に
し
て
山

か
ら
運
ば
れ
、
板
に
な
り
、
販
売
さ
れ
て

い
く
の
か
が
初
め
て
分
か
っ
た
」
等
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
財
団
法
人
日
光
社
寺
文
化
財

保
存
会
の
案
内
に
よ
り
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
日
光
の
社
寺
の
う
ち
、
二

荒
山
神
社
、
日
光
東
照
宮
、
輪
王
寺
で
行

わ
れ
て
い
る
木
造
建
築
物
の
修
復
方
法
に

の
オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
19
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

移
動
の
バ
ス
内
で
は
局
職
員
が
、
森
林
・

林
業
・
国
有
林
野
事
業
の
説
明
と
、
木
材

の
性
質
や
利
用
状
況
・
利
用
方
法
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
見
学
先
で
あ
る
新
井
木
材
有
限

会
社
で
は
、
新
井
取
締
役
か
ら
、
木
材
価

格
と
搬
出
経
費
、
用
途
に
合
わ
せ
た
製
材

方
法
・
流
通
過
程
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

工
場
内
で
実
際
の
製
材
作
業
や
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
用
等
様
々
な
寸
法
に
挽
か
れ
た
板
な

腐朽部位の修復作業（二荒神社）

小径木加工センターを見学

柱の取替えの説明を受ける（輪王寺）

製材所での説明を聞く参加者

指
導
普
及
課
長　

丹
藤　

卓
司

第
一
回 
国
有
林
野
事
業
見
学
会
を
開
催
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赤谷プロジェクト近況報告赤谷プロジェクト近況報告赤谷プロジェクト近況報告
放送大学の面接授業	

　放送大学群馬学習センターによる面接授業が「生物多様性保全と国有
林管理」をテーマに５月17日（土）、18日（日）の２日間にわたって「赤
谷の森」などで行われ、放送大学の生徒約20名が参加しました。
　今回の授業の特徴は、赤谷森林環境保全ふれあいセンター、（財）日本
自然保護協会、放送大学群馬学習センターが連携し、「赤谷の森」の野外
授業を取り入れたことです。
　１日目は、沼田市図書館で赤谷森林環境保全
ふれあいセンター所長から「赤谷プロジェクト
の内容とその意義」、（財）日本自然保護協会か

ら「生物多様性と新しい時代における地域環境管理」などの講義を行いました。
　２日目の野外授業では、「赤谷の森」の豊かな自然を観察するとともに、当局
OBの長島成和さんが、森林土壌と植生の関係や生物多様性について解説を行い
ました。
　今回の面接授業は、受講生に大変好評で「国有林がこのような先進的な協働の
取組を実施しているとは驚いた。今後も赤谷プロジェクトに関心を持っていきた
い」、「野外授業では「赤谷の森」の自然を楽しめた」などの感想が聞かれました。
　放送大学との連携は初めての試みでしたが、来年度も継続して実施していきた
いと考えております。

赤谷プロジェクトの説明

森林土壌と植生の
関係についての説明

赤谷森林環境保全ふれあいセンター

千葉市中学生への環境教育の実施	
　６月６日（金）に千葉市白井中学校の生徒38名を対象として環境教育を実
施しました。これは例年いきもの村近くの高原千葉村において、千葉市の中
学校が総合学習の時間を利用した体験学習を実施しており、赤谷センターか
らも「いきもの村自然体験」として環境教育プログラムを提供しているもの
です。
　この取組は千葉森林管理事務所とも連携しており、事前学習として千葉森
林管理事務所の職員が白井中学校において森林教室を開催し、「森林のはたら
き」についての講義や丸太切り体験などを実施し、「赤谷の森」の「いきもの
村自然体験」と組み合わせることにより、森林の役割や「赤谷の森」などに
ついて、より深い理解が得られるよう取り組んでいます。
 「いきもの村自然体験」では、センター職員から赤谷プロジェクトの概要、センサーカメラで撮影された

「赤谷の森」の動物の様子について説明を行い、その後、センサーカ
メラを実際に設置する実習を行いました。
　いきもの村周辺の自然散策路では、赤谷プロジェクト地域協議会
の長濱陽介さんに協力して頂いて、リスやアカネズミがかじった木
の実やウワミズザクラの幹にある熊が木登りした爪痕などについて
解説しました。
　普段は動植物と触れあったことが少なく、森林・林業や環境問題
についてもあまり関心がない生徒も多かったようですが、これを機
会に森林・林業や環境問題への関心を高めてもらえればと期待して
います。

職員によるセンサーカメラ
取り付け実習

地域協議会長濱さんによる
自然散策路のガイド
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［
下
越
署
］
５
月
15
日
（
木
）、
新
発
田
市
内

の
国
有
林
で
、
新
発
田
市
立
川
東
小
学
校

六
年
生
21
名
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
要
望
に
よ
り
、
①
森
林
環
境

に
つ
い
て
②
森
林
の
働
き
と
生
活
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
③
五
感
を
つ
か
っ
て
森
林

と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
）
な
ど
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
森
林
に
最
も
期
待
を
か
け
ら

れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
防
止
の
話
を
中
心

に
授
業
を
行
い
、
問
題
を
出
し
合
い
な
が

ら
森
林
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

山
の
中
で
の
森
林
教
室
を
仕
切
る
、
山

の
王
様
・
女
王
様
決
め
ゲ
ー
ム
で
は
、
女

の
子
が
見
事
一
番
に
な
り
、
当
日
の
女
王

様
と
な
り
全
員
を
リ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
の
形
を
表
現
す
る
ゲ
ー
ム
や

葉
っ
ぱ
あ
て
ゲ
ー
ム
な
ど
、
五
感
を
使
う

ゲ
ー
ム
に
は
人
気
が
あ
り
、
自
然
の
中
で

体
を
動
か
す
子
供
た
ち
の
様
子
を
見
て
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
木
に
登
り
た
い
と
い
う
生
徒

が
あ
ら
わ
れ
、
挑
戦
さ
せ
て
み
る
と
、
お

猿
の
よ
う
に
早
く
登
る
男
の
子
も
お
り
ま

し
た
。

　

生
徒
達
に
森
林
の
働
き
を
学
ん
で
も
ら

う
代
わ
り
に
、
私
た
ち
職
員
は
、
生
徒
達

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
き
、
２
時
間

の
森
林
教
室
が
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
森
林
教
室
は
秋
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

（
流
域
管
理
調
整
官　

富
樫
仁
栄
）

［
上
越
署
］
５
月
21
日
（
水
）、
上
越
記
者
ク

ラ
ブ
の
２
社
も
参
加
し
、「
国
有
林
野
視
察

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
落
成
し
た
ば
か
り
の
木
造
２
階

建
て
の
「
新
庁
舎
」
と
、
昨
年
設
定
し
た

「
妙
高
笹
ヶ
峰
癒
し
の
森
」
を
視
察
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
特
に
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ

「葉っぱ」当てゲームを楽しむ

ー
ド
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
癒
し
の
森
は
、

地
元
よ
り
他
県
等
の
方
が
多
く
訪
れ
る

「
知
る
人
ぞ
知
る
」
と
っ
て
お
き
の
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
等
の
宝
庫
で
、
そ
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
企
画
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
日
は
、
晴
天
の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
夢
見
平
遊
歩
道
を
守
る
会
」
の

築
田
昇
会
長
も
参
加
さ
れ
、
遊
歩
道
の
脇

に
咲
く
カ
タ
ク
リ
、
小
沢
や
湿
原
い
っ
ぱ

い
に
咲
く
尾
瀬
に
も
負
け
な
い
と
も
言
わ

れ
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
新
緑
の
ブ
ナ
林
等

を
探
勝
し
ま
し
た
。

 
「
間
近
に
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
を
見
た
の
は
初
め
て
」
等
の
感
想

も
あ
り
、
後
日
、
地
元
紙
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
、
癒
し
の
森
の
魅
力
を
報
道
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
流
域
管
理
調
整
官　

山
下　

聡
）

［
埼
玉
所
］
５
月
19
日
（
月
）、
と
き
が
わ
町

内
の
国
有
林
で
、
と
き
が
わ
町
立
玉
川
小

学
校
五
年
生
32
名
が
参
加
し
て
森
林
教
室

と
竹
切
り
、
竹
細
工
を
行
い
ま
し
た
。

　

朝
は
霧
が
あ
り
遠
望
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
林
相
の
違

い
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

昨
年
植
樹
し
た
「
ニ
ッ
セ
イ
の
森
」
を

見
学
し
、
続
い
て
58
年
生
の
杉
林
に
孟
宗

竹
が
侵
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
移
動
し
て
、

森
林
の
育
て
方
の
資
料
を
利
用
し
、
除
伐

や
つ
る
切
り
の
効
果
と
必
要
性
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
竹
切
り
や
竹
細
工
を
行
い
、

竹
を
利
用
す
る
こ
と
は
樹
木
の
生
育
に

と
っ
て
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
流
域
管
理
調
整
官　

岩
下
禮
治
）

見頃を迎えたミズバショウ

孟宗竹を切る子供たち

各
署
便
り

各
署
便
り
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催
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「
国
有
林
野
視
察
会
」
を開催
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切
。」
と
の
当
署
長
の
挨
拶
に
次
い
で
開
催

地
で
あ
る
古
張
允
矢
祭
町
長
か
ら
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
署
事
業
へ
の
永
年
の
協
力

に
対
し
、
有
限
会
社
ウ
ッ
ド
福
生
、
奥
久

慈
林
業
協
同
組
合
に
感
謝
状
を
贈
呈
、
来

賓
祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
植
樹
会
場
で
記
念
植
樹

を
行
い
、
０
．１
㌶
の
会
場
に
参
加
者
全
員

で
慣
れ
な
い
斜
面
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
２
４
０
本
を
一
本
一
本

丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
苗
木
の
年
齢
を
知
る
と
、「
妹

と
同
じ
だ
。」
な
ど
の
声
も
あ
り
、
樹
木
に

親
し
み
を
持
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
も
、
国
有
林
野
事
業
や
森
林
づ
く

り
に
つ
い
て
多
く
の
方
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
、
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長　

蛭
間
敦
子
）

［
村
上
支
署
］
奥
三
面
地
域
に
本
格
的
な
入

山
者
を
迎
え
る
時
期
と
な
っ
た
５
月
27
日

（
火
）、
支
署
会
議
室
に
お
い
て
、
朝
日
山

地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

巡
視
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、「
三
面
川
の
原
生

林
を
守
る
会
」
と
「
さ
け
の
森
林
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
の
12
名
の
方
々
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
巡
視
員
を
お
願
い
し
、
会
議
の
席

上
、
支
署
長
か
ら
一
人
一
人
に
委
嘱
状
を

交
付
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
各
巡
視
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
巡
視
結
果
を
報
告
、
次
に
平
成
19
年

度
標
識
設
置
報
告
及
び
平
成
20
年
度
巡
視

活
動
方
針
並
び
に
巡
視
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
で
は
ゴ
ミ
問
題
等

入
山
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
、
禁
漁
期
の
釣
り
や
ト
リ
モ
チ
に

よ
る
小
鳥
の
捕
獲
な
ど
悪
質
な
行
為
の
指

導
案
件
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
関
東
・

東
北
森
林
管
理
局
合
同
の
巡
視
員
会
議
に

つ
い
て
も
、
今
年
は
秋
に
奥
三
面
地
域
で

行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
登
山
道
に
架
か
る
つ
り
橋
の
修

理
や
入
山
者
に
渡
す
パ
ン
フ
等
の
作
成
等

の
要
望
が
だ
さ
れ
、
有
意
義
な
会
議
を
終

了
し
ま
し
た
。　　
（
業
務
課　

杉
山
茂
人
）

［
千
葉
所
］
５
月
24
日
（
土
）、
君
津
市
内
の

国
有
林
に
お
い
て
、
日
本
郵
政
（
株
）
西

川
善
文
社
長
参
加
の
も
と
日
本
郵
政
社
員

に
よ
る
植
樹
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
小
林
関
東

森
林
管
理
局
長
も
出
席
し
、
総
勢
１
４
０

名
に
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ｐ
）
は
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
森
林
の
育
成
へ
の
貢

献
を
掲
げ
、
全
国
で
植
樹
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
回
を
そ
の
第
一

回
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
箇
所
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ど
ん
ぐ

り
の
会
」
と
の
分
収
造
林
契
約
地
で
す
が
、

そ
の
一
部
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｐ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
植
樹
及
び
育
林
費
用
の
一
部
を

負
担
す
る
形
で
森
づ
く
り
に
参
加
す
る
も

の
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
民
間
企
業
の
連
携
に
よ
る
新

し
い
仕
組
み
と
し
て
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

（
上
席
調
整
官　

淡
中
和
博
）

［
棚
倉
署
］
６
月
２
日
（
月
）、
当
署
管
内
の

国
有
林
に
お
い
て
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
管
内
町
村
長
は
じ
め
、
林
業
関
係
者

や
一
般
の
方
々
、
地
元
の
矢
祭
町
立
下
関

河
内
小
学
校
の
生
徒
な
ど
総
勢
２
３
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、「
か
け
が
え
の
な
い
日
本
の

森
林
を
守
り
育
て
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
貢
献
す
る
た
め
に
も
大
勢
の
方
に
森
林

づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
巡
視
員
会
議

を
開
催ボランティア巡視員会議

植樹祭に参加の皆さん

思いを込めて植えました
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！
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国
有
林
で

「
Ｊ
Ｐ
の
森
づ
く
り
」
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［
伊
豆
署
］
５
月
21
日
（
水
）、
伊
豆
の
国
市

立
大
仁
北
小
学
校
で
、
５
年
生
41
人
を
対

象
に
森
林
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
毎
年
森
林
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
天
城
の
森
に
キ
ャ
ン

プ
に
行
く
事
前
の
学
習
と
い
う
位
置
づ
け

で
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
恩
恵
を
受
け
て
い
る
森
林
の

様
々
な
機
能
や
、
現
在
の
日
本
の
森
林
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
主
に
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
説
明
し
、
森
林
の
土
の
実
験
や
、

身
近
な
樹
木
の
実
物
で
の
解
説
も
し
ま
し

た
。

　

私
事
で
す
が
、
今
年
森
林
ふ
れ
あ
い
係

長
に
な
り
、
一
人
で
受
け
持
つ
最
初
の
森

林
教
室
で
し
た
。
不
安
と
緊
張
の
中
で
始

ま
っ
た
授
業
で
し
た
が
、
始
ま
っ
て
し
ま

う
と
そ
ん
な
心
配
は
全
く
無
用
で
し
た
。

　

み
ん
な
と
て
も
元
気
で
、
積
極
的
に
質

問
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
元
気
な
子
ど

も
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
無
事
１
時
間
の
森

林
教
室
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
な
時
間
で
し
た
が
、
身
の
回
り

に
あ
る
た
く
さ
ん
の
森
林
に
眼
を
向
け
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
森
林
の
良
さ
や
大
切
さ
を
広
め
て
い
け

る
よ
う
、
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長　

可
知
の
ど
か
）

［
日
光
署
］
前
日
ま
で
の
肌
寒
い
雨
も
上

が
っ
た
６
月
１
日
（
日
）、
新
緑
の
国
有
林

に
お
い
て
、
日
本
野
鳥
の
会
栃
木
県
支
部

と
の
共
催
で
、「
森
林
と
野
鳥
に
親
し
む
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

当
日
の
参
加
者
は
23
名
。
午
前
中
に
実
施

し
た
探
鳥
会
で
は
、
ノ
ス
リ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、

イ
カ
ル
、
オ
オ
ル
リ
、
メ
ジ
ロ
な
ど
多
く

の
野
鳥
が
観
察
で
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
栃
木
県
の
鳥
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
オ
オ
ル
リ
を
、
間
近
に
観
察
で

き
、
そ
の
鮮
や
か
な
濃
い
青
と
白
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
の
美
し
い
姿
や
さ
え
ず
り
を
十

分
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
口
々
か
ら
「
来
て
良
か
っ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
、
日
光
市
街
地
に
近
い

国
有
林
の
自
然
の
豊
か
さ
が
実
感
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
サ
ク
ラ
の
小
枝
を
使
っ

た
モ
ッ
ク
ン
作
り
、
押
し
花
、
押
し
葉
等

を
使
っ
た
し
お
り
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

馴
れ
た
手
つ
き
で
木
を
削
る
姿
が
あ
る

一
方
で
、
小
学
生
の
女
の
子
が
鋸
や
ナ
イ

フ
の
安
全
な
使
い
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、

真
剣
に
作
品
作
り
を
行
っ
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　

次
回
は
秋
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

森
の
豊
か
さ
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 （
流
域
管
理
調
整
官　

佐
藤
和
男
）

［
利
根
沼
田
署
］
６
月
８
日
（
日
）
に
国
有

林
野
保
護
監
視
員
研
修
会
を
行
な
い
、
20

名
の
国
有
林
野
保
護
監
視
員
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

署
長
か
ら
、「
最
近
、
山
菜
採
り
に
入
っ

て
行
方
不
明
と
な
る
事
故
等
が
発
生
し
て

お
り
、
事
故
、
犯
罪
の
未
然
防
止
の
抑
止

力
と
し
て
国
有
林
野
保
護
監
視
員
の
存
在

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、

管
理
係
長
か
ら
、
国
有
林
野
保
護
監
視
員

制
度
、
加
入
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
保
険
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
有
林
野
保
護
監
視
員
の
小
菅

正
治
氏
か
ら
は
、
林
道
の
ゲ
ー
ト
を
開
け

て
バ
イ
ク
で
入
ろ
う
と
し
た
人
、
悪
質
な

山
菜
採
り
や
家
庭
ゴ
ミ
を
投
棄
し
よ
う
と

し
た
人
を
注
意
し
た
体
験
に
つ
い
て
、
月

岡
章
氏
か
ら
は
、
奥
利
根
水
源
の
森
で
山

菜
採
り
に
山
に
入
っ
て
行
方
不
明
に
な
り
、

地
元
の
消
防
団
等
80
人
体
制
で
５
日
間
捜

索
を
行
っ
た
時
の
体
験
談
を
講
演
し
て
頂

説明を熱心に聞く子供たち
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元
気
い
っ
ぱ
い
の

小
学
生
と
森
林
教
室

オオルリを間近に観察
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緑
の
も
と
で

「
森
林
と
野
鳥
に
親
し
む
つ
ど
い
」

を
開
催

保護監視員の研修会
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国
有
林
野
保
護
監
視
員

研
修
会
を
開
催
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き
、
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
山
菜
採
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
で

山
へ
の
入
込
み
者
も
多
く
な
り
、
国
有
林

野
保
護
監
視
員
の
役
割
が
重
要
と
な
る
中

で
、
今
回
の
研
修
会
は
国
有
林
野
保
護
監

視
員
の
意
義
、
業
務
内
容
に
つ
い
て
改
め

て
認
識
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。　

   （
業
務
課
長　

大
澤　

学
）

［
中
越
署
］
６
月
５
日
（
木
）
６
日
（
金
）

に
わ
た
っ
て
、
当
署
と
新
潟
県
南
魚
沼
地

域
振
興
局
と
の
合
同
開
催
に
よ
り
、
南
魚

沼
市
立
北
辰
小
学
校
で
森
林
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
有
林
、
民
有
林
が
各
地

域
等
で
そ
れ
ぞ
れ
が
森
林
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
内
容
の
固
定
化
な
ど
の

問
題
が
生
じ
て
お
り
、「
両
者
で
実
施
し
て

は
」
と
の
話
に
な
り
、
今
回
初
め
て
の
試

み
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
署
長
の
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、

職
員
か
ら
紙
芝
居
や
、
林
内
に
入
っ
て
森

林
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
の
話
に
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
新
聞
社
も
取
材
に
駆
け
つ
け
、
職

員
の
話
に
聞
き
入
る
子
供
た
ち
の
様
子
を

大
き
く
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
供
た
ち
か
ら
は
「
学
校
で

聞
く
話
よ
り
も
森
の
中
で
聞
く
話
の
方
が

ず
っ
と
楽
し
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
こ

の
よ
う
な
森
林
を
通
し
た
取
り
組
み
に
よ

り
、
子
供
た
ち
が
自
然
環
境
保
護
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
流
域
管
理
調
整
官　

會
澤　

明
）

［
会
津
署
］
５
月
24
日
（
土
）
25
日
（
日
）

に
わ
た
っ
て
、
当
署
の
業
務
内
容
を
一
人

で
も
多
く
の
地
元
市
民
に
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
初
め
て
の
「
パ
ネ
ル
展
示
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

 

（
株
）
リ
オ
ン
ド
ー
ル
様
か
ら
会
津
若
松

市
の
中
央
商
店
街
に
お
い
て
展
示
会
場
を

提
供
い
た
だ
き
、
当
署
が
取
り
組
ん
で
い

る
、
下
刈
・
除
伐
・
間
伐
の
森
林
整
備
や

山
腹
崩
壊
地
の
復
旧
工
事
等
を
紹
介
す
る

写
真
パ
ネ
ル
三
十
枚
と
、
会
津
若
松
市
と

協
定
を
結
び
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
る｢

遊
々
の
森｣

に
自
生
す
る
美
し
い

花
々
の
写
真
三
十
枚
を
展
示
し
、
当
署
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
は
「
こ
の
よ
う
な
企
画
を
今

後
も
行
っ
て
ほ
し
い
。」
と
の
暖
か
い
声
援

を
い
た
だ
く
一
方
、「
会
津
森
林
管
理
署
」

の
名
前
を
知
ら
な
い
市
民
が
多
い
こ
と
も

知
り
、
今
後
と
も
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

 （
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長　

須
藤
秋
夫
）

［
日
光
署
］
６
月
８
日
（
日
）、
ツ
ツ
ジ
が
咲

き
誇
る
日
光
市
の
国
有
林
に
お
い
て
、
日

光
市
と
共
催
、
野
生
生
物
愛
護
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
協
力
を
得
て
、「
丹
勢
山
森
林
整
備

＆
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

丹
勢
山
は
、
日
光
の
社
寺
と
男
体
山
の

間
に
位
置
す
る
山
で
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
を
は

じ
め
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
等
各
種
の
ツ
ツ
ジ

類
が
群
生
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
公
募
に
よ
る
40
名
が
４
グ
ル

ー
プ
に
別
れ
、
ア
カ
マ
ツ
林
の
下
層
に
自

生
し
て
い
る
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
等
の
成
長
・
開

花
を
促
す
た
め
、
リ
ョ
ウ
ブ
等
の
灌
木
の

除
伐
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

安
全
を
期
す
た
め
、
署
員
と
野
生
生
物

愛
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
が
指
導
者
と

な
り
、
互
い
に
近
づ
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、

声
を
か
け
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
約
１
㌶
の

区
域
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
希
望
者
に
は
、
満
開
の
ツ
ツ

ジ
と
新
緑
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ハ
イ
キ
ン

グ
も
用
意
さ
れ
、
皆
爽
快
に
下
山
し
て
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
秋
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

森
林
整
備
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
流
域
管
理
調
整
官　

佐
藤
和
男
）

市民でにぎわうパネル展示会場
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有
林
・
国
有
林
合
同
で

初
の
試
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「
美
し
い
森
林
づ
く
り

パ
ネ
ル
展
示
会
」 
開
催

森林整備で汗を流す参加者

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

「
丹
勢
山
森
林
整
備
＆

ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催
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手
指
が
要
ら
な

く
な
っ
た
も
の

の
、
４
月
以
降
、

臨
時
雇
用
３
名

に
支
え
ら
れ
現

場
業
務
を
遂
行

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら

森
林
吸
収
源
対

策
と
し
て
森
林

整
備
予
算
が
大

幅
に
増
加
し
、

本
年
度
も
造
林
・

治
山
事
業
の
除
間
伐
等
60
箇
所
、
１
３
０

㌶
の
実
査
復
命
が
控
え
て
い
る
ほ
か
、
分

収
育
林
67
㌶
や
分
収
造
林
92
㌶
の
一
部
が

主
伐
を
迎
え
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
後
世

に
恥
じ
な
い
山
作
り
と
後
任
者
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
業
務
を
目
標
に
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

れ
る
南
房
総
国
定
公
園

外
房
側
の
鴨
川
市
小
湊

に
所
在
す
る
10
㌶
余
り

の
国
有
林
は
、
急
峻
で

そ
の
一
角
は
太
平
洋
に

沈
み
込
み
、
そ
の
昔
、

日
蓮
聖
人
の
誕
生
を

祝
っ
て
鯛
が
浅
瀬
で
群

れ
泳
い
で
い
た
と
い
う

「
鯛
ノ
浦
」
周
辺
の
風

景
を
形
造
る
な
ど
、
両

地
区
の
国
有
林
は
風
光

明
媚
な
景
勝
地
を
一
層

引
き
立
た
せ
、
地
元
市
民
や
観
光
客
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

外
房
勝
浦
市
〜
内
房
木
更
津
市
に
至
る

房
総
丘
陵
の
上
空
は
、
平
均
５
、６
分
間
隔

で
羽
田
空
港
へ
向
か
う
旅
客
機
の
進
入
路

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
地
上
の
状
況
は
、
比
較

的
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
冬
期
間
で
も

数
種
の
花
が
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
楽
園
の
様
な
環
境
は
、
農
耕
・

山
林
放
棄
面
積
の
増
加
と
も
相
ま
っ
て
、

有
害
鳥
獣
駆
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
猪
・

鹿
・
猿
・
キ
ョ
ン
等
を
爆
発
的
に
繁
殖
さ

せ
、
農
作
物
等
へ
甚
大
な
被
害
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

加
え
て
、
シ
カ
等
の
増
加
は
、
取
り
付

い
た
「
ヤ
マ
ビ
ル
」
の
生
息
範
囲
を
急
激

に
拡
大
さ
せ
て
お
り
、
山
に
携
わ
る
私
達

に
と
っ
て
最
強
の
敵
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
官
歴
１
年
11
ヶ
月
、
退
職
ま
で
両

景
勝
地
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
特
に
千

葉
県
北
東
部
の
銚
子
市
に
所
在
す
る
犬
吠

埼
・
君
ヶ
浜
国
有
林
は
、
水
郷
筑
波
国
定

公
園
に
も
指
定
さ
れ
、「
世
界
灯
台
百
選
」

や
「
日
本
の
渚
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
名

所
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
日
蓮
聖
人
生
誕
の
地
」
で
知
ら

　

当
森
林
事
務
所
は
、
千
葉
県
南
部
房
総

丘
陵
地
帯
の
東
側
に
位
置
し
、
地
元
勝
浦

市
を
始
め
、
鴨
川
市
、
大
多
喜
町
及
び
銚

子
市
に
か
か
る
海
抜
０
㍍
〜
３
５
０
㍍
、

約
２
、０
０
０
㌶
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い

ま
す
。

　

管
内
森
林
の
97
㌫
は
、
東
京
湾
に
注
ぐ

養
老
川
と
太
平
洋
に
注
ぐ
夷
隅

川
の
源
流
に
な
っ
て
お
り
、
起

伏
に
富
ん
だ
複
雑
な
地
形
が
房

総
丘
陵
独
特
の
渓
谷
美
を
創
り

出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
房
総
国
定
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
る
麻
綿
原
高

原
や
カ
ヤ
・
ブ
ナ
な
ど
50
科

１
５
４
種
の
樹
木
が
見
ら
れ
る

筒
森
自
然
観
察
教
育
林
な
ど
、

約
１
７
０
㌶
に
及
ぶ
会
所
生
活

環
境
保
全
林
に
は
、
首
都
圏
か

ら
の
地
の
利
も
手
伝
っ
て
、
年

間
を
通
じ
た
遊
歩
道
の
散
策
や

地
元
部
落
直
轄
の
廃
校
を
利
用

し
た
「
樅
の
木
庵
」
の
手
打
ソ

バ
に
舌
鼓
を
打
つ
ハ
イ
カ
ー
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

残
り
３
㌫
、
50
㌶
余
り
の
森

林
は
、
海
岸
沿
い
に
位
置
し
て

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

　
　
　

千
葉
森
林
管
理
事
務
所  

上
野
森
林
事
務
所

  

森
林
官　

樋　

田　

芳　

藏

小湊：鯛ノ浦と海ヶ谷国有林

勝浦ダムと会所生活環境保全林の一部

銚子市犬吠埼からの君ヶ浜国有林 
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行
な
う
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
背
景
に

は
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
に
、
学
級

崩
壊
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
自

制
心
や
規
範
意
識
の
希
薄
化
、
生

活
習
慣
の
確
立
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
、
問
題
行
動
、
い
じ
め
に
よ
る

子
ど
も
の
自
殺
、
体
力
低
下
な
ど

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
国
立
妙
高
青
少
年
自
然

の
家
職
員
が
考
え
る
青
少
年
の
課

題
は
、「
命
を
大
切
に
す
る
心
、
他

人
を
思
い
や
る
心
、
規
範
意
識
の
育

成
」
で
す
。
そ
の
た
め
に
、「
子
ど

も
た
ち
に　

も
っ
と　

自
然
体
験

を
さ
せ
た
い
」
と
願
い
、「
い
じ
め
、

不
登
校
、
問
題
行
動
の
根
絶
」
を

目
標
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
家
で
は
、
平
成
17
年
12

月
に
上
越
森
林
管
理
署
と
協
定
を

締
結
し
、「
妙
高
遊
々
の
森
」
と
称
し
て
、

自
然
の
家
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、

①
五
万
戸
国
有
林
、

②
藤
巻
林
道
、
③

真
川
と
ニ
グ
ロ
川

と
そ
の
支
流
、
④

夢
見
平
な
ど　

妙

高
山
周
辺
の
国
有

林
地
域
を
野
外
活

動
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
、
環
境
教
育

や
自
然
体
験
・
自

然
学
習
に
役
立
て

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

自
然
の
家
が
公
表
し
て
い
る
敷
地
面
積

は
、約
１
３
２
㌶
で
す
が「
妙
高
遊
々
の
森
」

を
含
め
ま
す
と
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
活

動
で
き
る
範
囲
は
い
か
が
ば
か
り
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
豊
か
な
森
が
、
豊
か
な

自
然
が
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
ん
で
く
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
日
も
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
森
の

中
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://m
yoko.niye.go.jp/

 

「
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
」
は
、
上

信
越
高
原
国
立
公
園
内
の
妙
高
山
（
標
高

２
、４
５
４
㍍
）
の
山
麓
（
標
高
５
８
０
㍍
）

の
大
自
然
の
中
に
、
平
成
３
年
、
最
後
の

国
立
の
青
少
年
教
育
施
設
（
27
教
育
施
設

中
27
番
目
）
と
し
て
設
置
さ
れ
、
平
成
19

年
度
の
延
利
用
者
数
は
、
１
２
９
、１
１
２

人
で
あ
り
、
毎
日
の
よ
う
に
、
園
児
か
ら

大
人
ま
で

が
自
然
体

験
活
動
を

行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度

か
ら
、
農

林
水
産
省
、

文
部
科
学 視の

私
点視
の
私
点 視の

私
点視
の
私
点国

立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家 

所
長　

三 

上　

  

智さ
と
し 
「
森
は
、
子
ど
も
た
ち
を
変
え
、

  

教
育
を
変
え
、
日
本
を
変
え
る
」

省
、
総

務
省
の

３
省
連

携
に
よ

り
「
子

ど
も
農

山
漁
村

交
流
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

が
開
始
さ
れ
、
文
部
科
学
省
が
指
定
し
た

小
学
校
が
農
林
水
産
省
が
指
定
す
る
受
入

モ
デ
ル
地
域
の
農
山
漁
村
で
、
長
期
宿
泊

体
験
活
動
を
実
施
す
る
取
組
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
妙
高
市
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
」
が
自
然
の
家
と

開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

評
価
さ
れ
モ
デ
ル
地
域
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
５

年
後
に
は
全
小
学
生
（
１

学
年
約
１
２
０
万
人
）
が

６
年
間
に
一
度
は
１
週
間

程
度
の
宿
泊
体
験
活
動
を

間伐材を使って炭焼き体験

小学生の森林の手入れ

木の上から聞こえる子どもの歓声

妙高山の裾野に広がるフィールド

 

「
遊
々
の
森
」
と
は
、
森
林
管
理
署

が
、
森
林
の
中
で
遊
び
た
い
、
森
林

と
触
れ
合
い
た
い
、
森
林
の
豊
か
さ

を
理
解
し
た
い
、
森
林
で
学
び
た
い

と
い
う
人
た
ち
の
声
に
応
え
、
森
林

活
動
の
た
め
に
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
提
供
す
る
制
度
で
す
。
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今
後
と
も
、
治
山
事
業
を
推
進
し
、
二

度
と
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
な
い
よ
う

に
予
防
対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

（
上
越
署  

流
域
管
理
調
整
官  

山
下　

聡
）

　

昭
和
53
年
５
月
18
日
、
妙
高
山
の
白
田

切
川
上
流
の
国
有
林
に
お
い
て
大
規
模
な

地
す
べ
り
性
の
崩
壊
が
発
生
し
、
そ
れ
が

土
石
流
と
な
っ
て
流
れ
下
り
、
死
者
13
名
、

重
傷
者
１
名
の
大
惨
事
と
な
る
と
と
も
に
、

家
屋
全
壊
27
戸
、
信
越
本
線
等
の
不
通
等

被
害
総
額
56
億
円
を
超
え
る
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
災
害
か
ら
30
年
目
の
５
月
18
日
、

災
害
を
風
化
さ
せ
ず
、
危
機
管
理
意
識
を

喚
起
し
防
災
の
備
え
を
行
お
う
と
、「
地
域

の
防
災
を
考
え
る
集
い
」（
同
実
行
委
主
催
）

が
、
妙
高
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
ら
３
０
０
人
が
参
加
し
て
の

総
合
防
災
訓
練
、
砂
防
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研

究
所
長
田
畑
茂
清
氏
に
よ
る
記
念
講
演
、

災
害
当
時
の
体
験
談
発
表
な
ど
が
開
催
さ

れ
、
追
悼
慰
霊
祭
で
は
、
亡
く
な
っ
た
13

名
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
災
害
復
旧
治
山
工
事
と
し

て
、
平
成
２
年
度
の
工
事
完
成
ま
で
に
約

35
億
円
を
投
じ
、
大
型
の
治
山
ダ
ム
６
基
、

山
腹
工
12
㌶
を
施
工
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
、
更
に
、
上
流
部
の
南

地
獄
谷
等
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
約

15
億
円
を
投
じ
、
治
山
ダ
ム
７
基
等
を
施

工
す
る
と
と
も
に
、
土
石
流
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

白
田
切
川
土
石
流

災
害
か
ら
30
年

　

こ
の
写
真
は
、
現
在
天
城
連
山
で
一
番

大
き
い
（
太
い
）
と
思
わ
れ
る
ブ
ナ
の
写

真
で
、
今
年
３
月
天
城
峠
西
側
の
つ
げ

峠
付
近
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　

伊
豆
半
島
の
中
央
部
に
連
な
る
天
城

連
山
に
は
、
ブ
ナ
を
主
と
す
る
原
生
林

が
広
が
っ
て
お
り
、
つ
げ
峠
か
ら
手
引
頭

へ
向
か
う
途
中
の
稜
線
に
は
、
大
き
い

ブ
ナ
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
一
番
大
き
な
ブ
ナ
が
写

真
の
ブ
ナ
で
あ
り
、
幹
周
囲
が
５
㍍
22

㌢
の
大
き
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
ブ

ナ
以
外
に
も
、
５
㍍
近
く
あ
る
ブ
ナ
が
い

く
つ
か
点
在
し
て
お
り
、
訪
れ
た
時
期
は

ま
だ
肌
寒
い
季
節
で
し
た
が
、
夏
を
前

に
し
た
こ
の
時
期
は
、
深
緑
に
覆
わ
れ
た

美
し
い
ブ
ナ
林
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
想
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
つ
げ
峠
付
近
で
近
年
ブ
ナ
が

枯
れ
か
か
っ
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
り
、

現
地
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
原
因
に
つ
い

て
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
周
辺

は
風
が
と
て
も
強
く
、
風
が
一
つ
の
要
因

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意

見
や
、
ま
た
天
城
連
山
の
ブ
ナ
原
生
林

に
は
通
常
林
床
に
は
ス
ズ
タ
ケ
や
サ
サ

が
群
落
を
な
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年

で
サ
サ
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
（
こ
こ
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害

と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

　

天
城
に
は
多
く
の
自
然
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

他
方
、
そ
の
自
然
が
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食

害
な
ど
に
よ
り
、
変
化
し
つ
つ
あ
る
状
況

も
あ
り
ま
す
。

　

天
城
特
有
の
自
然
を
後
世
に
残
す
た

め
に
そ
の
原
因
を
探
り
、
対
策
を
と
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
大
ブ
ナ

を
見
な
が
ら
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
伊
豆
署　

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長

可
知
の
ど
か
）
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広報「関東の森林から」は、日本の森林を育てるため間伐材を使用しています。

市街地に流出した土石流の状況

災害について述べる妙高市長

一枚の写真

天城山の大ブナ
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